
在宅で介護サービスを
受ける割合

56.9％
↓

64.6％
令和元年度 向上

63.0%
令和4年度

×

介護保険事業状況報告

在宅における死亡率
20.6％

平成29年度
向上

23.３%
令和3年度 ◎

人口動態統計
毎年9月上旬に前年度公
表

入院時の情報提供率(全病院）
84.6％

令和元年度
100%

8７.５%
令和4年度 〇

西和地域7町の入退院状
況報告

退院調整率（西和地域６病院）
78.5%

令和元年度
100%

80.6%
令和4年度 〇

西和地域７町の入退院状
況報告

認知症サポーター養成数
84人

令和元年度
増加

８４人
（＋０人）

令和4年度
×

王寺町「主要施策の成果
に関する報告書」

「見守りねっと」協力事業者数
41事業者
令和元年度

60事業者
53事業者

（＋１２事業者）
令和4年度

〇
王寺町「主要施策の成果
に関する報告書」

（６）安全・安心な生活支援体制の構築
　　　　【防災・防犯体制を推進】 

　災害時のケアプラン作成数 ― 増加
0人

令和4年度 △

第８期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画の主要施策の結果

評価項目

施策の
方向性 主要施策

項目
第８期計画

策定時の数値

数値目標
2023年度

基本目標：「住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らせるまち

結果

（４）認知症施策の推進
　　 　【見守り体制の強化】

１
　
継
続
的
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

(２)  在宅介護サービス・生活支援
     サービスの充実
　  　　【在宅重視の体制整備】

（３）在宅医療・介護連携の推進
　　　　【一体的な提供体制】

現在の数値

◎＝目標達成
〇＝改善傾向

△＝不変（±1％）

✕＝未達成

（１）地域包括支援センターにおけるネットワークの強化【ネットワークの整備】、（５）高齢者の権利を守る【成年後見制度の推進】については、数値目標の
設定なし。

出　　典

資料 2－１

※第８期計画策定時からの数値の変更について⇒給付対象外の訪問介護や通所利用等も

在宅サービスとなることから、それらも含めて割合を計算する方法に変更した。

＜変更前＞ 在宅で介護サービスを受ける人数は、保険給付対象の在宅サービス利用者の数としていた。

計算方法 保険給付利用者（在宅サービス）

介護認定者数

＜変更後＞ 在宅で介護を受ける人数は、保険給付対象外の在宅サービス利用者の数も含めることとした。

計算方法 保険給付利用者（在宅サービス）＋（給付対象外の在宅サービス）

介護認定者数

×100

×100



（１）介護保険制度の安定した運営
　　　　【施設の利用状況の検証】

特養待機者数
19人

令和元年度
0人

22人
令和4年度 × 県報告

町内介護職員の離職率

　　　　8%

調査年度　令和２年度
回答事業所　24/28

減少

　　　22%

調査年度　令和４年度
回答事業所　26/28

×
町内介護事業所状況調
査

町内介護職員の研修会開催 ― 2回
1回

令和4年度 〇
町内介護事業所状況調
査

（１）健康づくり・介護予防の推進
　　　【健康寿命の延伸】

健康寿命

男：19.14年
（3位）

女：20.96年
（18位）

平成29年度

奈良県一

男：18.65年
（15位）

女：20.92年
（19位）

令和2年度

× 奈良県健康推進課報告

（２）介護予防・自立支援・重度化
     防止の推進
　　　【効果的な介護予防】

専門職が行う体操教室等への
参加人数

 2,034人
令和元年度

増加
896人

令和4年度 ×
王寺町「主要施策の成果
に関する報告書」

（３）生きがいづくり・ 社会参加の促進
　　　【社会参加の推進】

サロン活動拠点数
 17か所

令和元年度
30か所

18か所
（＋1か所）
令和4年度

〇
王寺町「主要施策の成果
に関する報告書」

２
　
介
護
保
険
制
度
の
健
全
な

　
　
運
営
と
介
護
人
材
の
確
保 （２）介護サービスの質の向上と介護

     人材確保
　　　【介護人材の育成と確保】

３
　
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と

生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

施策の
方向性 主要施策

評価項目

数値目標
2023年度

結果

出　　典
項目

第８期計画
策定時の数値

現在の数値

◎＝目標達成
〇＝改善傾向

△＝不変（±1％）

✕＝未達成


